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佐野猛夫と城秀男の仕事から読み解く蝋染め
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Takeo Sano and Hideo Jo
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要 旨
本稿は、染色作家であり大学で教鞭を執る教育者でもあった佐野猛夫（1913～95年）と城秀男（1911
～2010年）、両者の作品がどのような変化を経てきたのかについて、技法的な観点から辿っていく。
中でも蝋の防染剤としての役割以上に、その痕跡を積極的に表現として作品に生かしてきた仕事に注
目する。比較的初期、佐野と城が共に用いていた臈纈絞りの技法に始まり、その後さらに「裏描蝋」、
「逆ろうけつ染」と、それぞれ独自の表現を生み出してきた両者の過程を蝋の表現効果を切り口とし
て比較し、それらの共通項から染色平面表現の一つの考え方を示す。
1．はじめに
佐野猛夫と城秀男の両者に注目をしたきっかけ
は、本来では防染に用いる蝋という材料を、表現
の効果として作品に用いている点にある。蝋の痕
跡が、作品の中で主となるものとして存在してい
ながらも、技法のみの力で成立させようとはせず、
蝋の痕跡と表現とが非常に良いバランスを保つこ
とに成功している作家であると言えることによる。
また、両者とも臈纈絞りという技法を用いてい
たという共通点があることも大きな理由の一つで
ある。それぞれが異なる風土で生み出した蝋染め
の表現の中には、どこか共通する制作への思考が
あるに違いないと思い、両者の作品を技法を中心
に辿っていく。
2‐1．佐野猛夫と臈纈絞り
臈纈絞りは佐野猛夫が考案した技法である。1
この技法は、糸を用いて絞りを施した被染布を蝋
液に浸け、糸を解き染色を行う方法、または、糸
を縫い付けてから蝋描きを行い、その後糸を引っ
張って亀裂を作り染色を行う方法である。
13歳から兄の京友禅の仕事を手伝っていたこと
もあり、染色というものが身近にあった佐野であ
るが、当時のことについて「分業制作の工程を知
るほどに一つ一つの習練がそれぞれ一家をなし、
そのものをすべて一人でやることなど到底及ぶべ
くもなく、あくことなき伝統の柄模様のくり返し
を見るにつけ、何とか自身だけで生み出せる方法
はないものかと、考え始めた。（中略）ぬり絵的
な彩色にはあきたりない思いが、不確かな心の隅
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にくすぶったようだ。」2と振り返る。そのきっか
けとなったのは、帝展で見た蝋染め作品であった。
それらの創作性に大いに刺激を受けたという佐野
は、染色の表現について図書館で調べ手探りの状
態で帝展出品を試み、1933年〈大阪天満祭の図壁
掛〉で見事入選を果たす。この入選を知り激励に
来た小合友之助が、その後佐野の師となる人物で
ある。
佐野の初期の作品には、蝋の亀裂表現を画面の
一部分または背景に取り入れたものが見られる。
（図1）それは、面の表現として単調な部分にマ
チエールの効果を施すようなものであり、このよ
うな表現は1960年代にかけて他の染色作家の仕事
にも多く見受けられるものである。
そして1950年代に多く登場するのが臈纈絞りを
用いた作品である。臈纈絞りを用いた初期の作品
では（図2，3，4）絞りの効果が、ある形態の
中にはめ込まれたような付属的なものとして存在
している印象がある。しかし、次第にその効果の
（左）図3 佐野猛夫〈ねぎ坊主〉1955年
（右）図4 佐野猛夫〈杜若〉1955年
（上）図5 佐野猛夫〈柳〉1959年
（中）図6 佐野猛夫〈水生〉1960年
（下）図7 佐野猛夫〈雲をよぶ〉1963年
（上）図1 佐野猛夫〈土に遊ぶ〉1942年
（下）図2 佐野猛夫〈暮れる景色〉1953年
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役割が変化を見せていく。それは、1959年の第2
回日展に出品された作品〈柳〉（京都市美術館）
（図5）から顕著になっており、表現が抽象的な
ものになったことで、作品中の臈纈絞りの効果が
一つの構成要素として生き生きと感じられるもの
になったのである。
そして翌年、第3回日展に出品された作品〈水
生〉（図6）で、一つの集大成を迎える。さらに
1963年、第6回日展に出品した〈雲をよぶ〉（京
都市美術館）（図7）では、大胆な構成の中に臈
纈絞りを象徴的なものとして効果的に用いること
に成功している。京都新聞美術記者は『月刊染織
α』の中で「イメージと技術が豊かに結合した成
果」3と表現している。
佐野は後に、「構想をもとに、素材と技法、こ
の出会いが渾然相和するところに妙味が生まれる
のであって、技法は自身の表現に適した、手だて
を見つける事にすぎない。」4と語っている。
臈纈絞りの全盛期を迎えていた1960年代に入っ
てからの作品は、まさに構想と素材、技法が渾然
相和したところに生まれたものと言えるだろう。
しかしながらそれは、1950年代に臈纈絞りの作品
制作を積み重ねてきたからこそ、構想と合うタイ
ミングが訪れたとも言えるはずである。技法の追
求が構想を膨らませる要因になったとも考えるこ
とができるだろう。
2‐2．臈纈絞りから裏描蝋へ
1950年代から60年代初めにかけて臈纈絞り技法
を用いた制作を中心に行ってきた佐野であったが、
1964年、第7回日展に出品した〈霧象〉（京都府）
（図8）からは、新たな技法を用いている。佐野
が裏描蝋技法と呼ぶこの方法は、布の裏側から蝋
を置く。そして、蝋の厚みの差などによってでき
る防染力の弱い部分に染料が蝋越しに染み込むこ
とで色がかぶり、やわらかなハーフトーンを生み
だすことが可能となるという方法である。
現在も、蝋の温度を高温にすることで蝋の厚み
をうすくし、同じような効果を得る「半防染」「半
透し」などと呼ばれる技法がある。佐野の裏描蝋
技法が元になったとも考えられるが、半防染の効
果を用いて多くの作品を制作し完成度を高めて
いった作家は佐野の他にはいないであろう。新た
に創案した裏描蝋技法は、佐野の作品を新たな段
階へと導いていくのである。
1965年までの作品はモノトーンが中心であり、
裏描蝋技法特有の美しくも力強いハーフトーンが
印象的である。（図9）
その後、1969年〈緑への躍動〉、〈黒い潮〉（京
都市立芸術大学芸術資料館）（図10）で、佐野作
品の象徴の一つとも言える緑色が登場する。色が
加わったことにより、抽象的な表現の中でイメー
ジの幅が広がっていくきっかけにもなったと思わ
れる。
1974年、75年には、これまで久しく描かれなかっ
た具象的なモチーフが登場し（図11）、翌年の〈潮
の譜〉（京都府）（図12）へと続く。
〈潮の譜〉は、佐野も「かなり成功したように
思う」5と述べる通り、裏描蝋技法を用いた作品
の中でも、構想と技法との調和に成功した作品の
（上）図8 佐野猛夫〈霧象〉1964年
（下）図9 佐野猛夫〈氷人氷語〉1965年
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一つと言える。これ以降の海をテーマとした作品
では、以前の力強いコントラストはほぼ見られな
くなる。裏描蝋によるやわらかく透明感のある波
の表現に、効果的に色が重ねられていく時代であ
る。
その後裏描蝋での制作は少しずつ変化を見せな
がらも、晩年まで長く続いていく。具象的なモチー
フと幻想的な世界が絡み合い、行き来する中で、
佐野が「かつてない自分の作品を生んだ」6と表
現した〈夢幻〉（京都市美術館）（図13）は、タイ
トルの通り夢幻の世界を彷徨う様な不思議な作品
である。爽やかな緑と、膨らませた中から削ぎ落
とされたようなイメージ、さらには裏描蝋の生む
やわらかくおぼろげなタッチが、これまでの作品
とは異なる印象を作り上げている。これまでの裏
（上）図10 佐野猛夫〈黒い潮〉1969年
（中）図11 佐野猛夫〈竹生〉1975年
（下）図12 佐野猛夫〈潮の譜〉1976年
（上）図13 佐野猛夫〈夢幻〉1985年
（中）図14 佐野猛夫〈いさり火〉1994年
（下）図15 佐野猛夫〈沼〉1960年
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描蝋の用いられ方が説明的に思われるほど、技法
がそっとイメージを支えているかのように感じら
れる作品である。
1994年、佐野の日展最後の出品作となった〈い
さり火〉（図14）からは、これまでの海をテーマ
としてきた作品とも違った強さと生命力が感じら
れる。前年までのゆったりとした作風からは想像
ができないほどに、波の動きと色彩の迫力に圧倒
されるものへと変化を見せている。永きに渡る染
色作家としての経験が、今作りたいと感じるもの
に想い通りに生かされたような気持ちのリズムを
感じる作品である。
1964年の〈霧象〉に始まり〈いさり火〉まで用
いられてきた裏描蝋技法であるが、1960年の作品
〈沼〉（図15）にその片鱗が見える。臈纈絞りの
全盛期と言える時代の中で、水面の表現にわずか
に用いられている。
「発想の推移によって変容するのが常で、作家の
道程には、思惟の変貌も作風の転換もしばしば起
こり、見出した技法に嫌悪さえ感じる時もある。
そして次への転進が始まるのだと思う。」7と佐野
は語る。
試行錯誤の結果技法とは出会うことができたと
しても、発想とつながらなければそれは生かされ
ない。しかしながら、その発想も変容していくの
である。その中でどのような作品が生まれるのか
は、必然と偶然の中にあると言えるだろう。
3‐1．城秀男と蝋絞り8
城秀男が染色と出会ったのは比較的遅く、1951
年、城が39歳の時であった。日展作家である小林
清に指導を受けたことをきっかけに染色の道を進
むことになる。それまでは、小学校、中学校、師
範学校と、様々な場で教壇に立ち、退官まで勤め
ることとなる佐賀大学へとつながっていく。また、
九州に染色活動の基盤を作り、多くの染色作家た
ちを育ててきた功績も大きなものである。
城は小林清と出会った翌年、第38回光風会展に
〈軍鶏〉を初出品し入選を果たす。ここから城の
制作活動が始まった。1956年、〈柳〉で日展初入
選となる。その後は、直線的な黒い線がどこか切
り絵を思わせるような作風が続いていたが、1959
年〈樹Ａ〉（図16）からは、蠟を散らしたような
マチエールが見られるようになる。
そして、1962年に第1回現代工芸展に出品した
〈妖花〉（図17）では、蠟の効果を生かした新た
な技法が用いられている。それは、画面全体を蝋
（上）図16 城秀男〈樹Ａ〉1959年
（中）図17 城秀男〈妖花〉1962年
（下）図18 城秀男〈蓮〉1964年
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で伏せた後にそれをもみ落とし無数の亀裂が入っ
た状態を作った後、染めない部分を再び蝋で伏せ、
浸透剤を入れた染料で染めるという方法であった。
これにより、染められた地の部分にはやわらかさ
が、線の部分には曖昧さを含んだ面白さが生まれ
ている。この作品からは、城が蝋という素材から
生まれる表現を意識的に追求しようという姿勢が
見受けられる。
〈妖花〉の制作から2年後、城は〈蓮〉（図18）
を日展に出品している。この作品では、葉脈のイ
メージを蝋絞りを用いて染めており、これまでに
なく技法の効果を前面に出した作品となっている。
この頃の数年間は、城が様々な蝋の効果を試みて
いた時代であり、この後も積極的な技法の開拓を
見ることができる。
同じ蝋絞りを用いた作品が登場するのは、1966
年第9回日展に出品された〈晩秋〉とその翌年、
第5回現代工芸展に出品された〈蓮〉（図19）ま
でである。
城の蝋絞り作品では、放射線状に広がる絞りの
形をマチエールの効果として象徴的に用いられて
いることが多い。加えて、脱蝋後に絞り模様の上
から色をかけ模様を落ち着かせた部分をつくるこ
とで、さらに鮮やかで奥行きのある表現となって
いる。見方を変えるならば、偶然性の伴う蝋絞り
の効果が、作品の出来を大きく左右するとも言え
る作風なのである。
つまり、蝋絞りを行う段階で、ある程度の結果
が予想出来なければならないと言える。蝋絞りの
偶然の効果を利用するための、それをコントロー
ルする技術と経験を積んでいたからこそ出来たこ
とである。
3‐2．蝋絞りから逆ろうけつ染へ
城は蝋絞りを用いた作品を制作していた頃、他
の技法にも取り組んでいた。1965年、第8回日展
に出品した〈求心Ⅰ〉（図20）は、この後本格的
に展開していく“逆ろうけつ染”の第1作目であ
る。
逆ろうけつ染とは、まず、布を黒一色で染めた
後に全面を蝋で伏せ、そこにエッチングを施す。
次に、それを脱色液に浸すと、蝋で覆われていな
いエッチングを施した部分のみの色が抜ける。そ
して脱蝋をした後、脱色された部分に色を染め加
えるという方法である。この方法は、城が制作中
に失敗をした中で生まれた技法だという。
染色は、間接的な表現である点において版画に
近いところがあるが、エッチングという技法はま
さにその通りである。しかし、逆ろうけつ染の場
合、エッチングでできる“線”には特徴がある。
城はこの線について、
「この方法ですると、水溶液の浸透侵食によって、
線に豊かな息吹が備わる。私は、この素晴らしい
線の魅力にとりつかれ、制作方法に結びつけるこ
とにした。」9
と語る。自ら引いた線に、脱色液によって侵食さ
れた跡が加わり、想定を超えた線となるのである。
その偶然性は、蝋絞りにも共通するところである。
逆ろうけつ染による作品の制作は晩年まで続く
が、その内容は少しずつ進化していく。1967年に
は、第10回日展に〈豊〉（図21）を出品し特選を
受賞する。エッチングの線は直線になり、線の密図19 城秀男〈蓮〉1964年
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度の変化で立体感を表すことに成功している。構
成的でありながらも、脱色された線の歪さからか、
どこか幻想的な作品となっている。
〈豊〉の制作から2年後、改組第1回日展で二
度目の特選に輝いた〈現代想〉は〈豊〉と似た作
風ながらも、画面下から上へと広がる直線の動き
と密度の調子によって重層的な空間表現が強まり、
作品としての迫力を増している。
その後は、線が画面の対角線方向へ伸びる三次
元的空間の要素が強い作品が続くが、1974年、日
展の審査員を務めた際に出品した〈妖異な円〉（図
22）では、今までに見られなかった曲線のみでの
構成が登場する。怪しく揺らぐ線からは、直線の
作品以上に、線を引くという行動から連想される
時間的なイメージが加わり、概念として空間を意
識されるような不思議な作品である。この作品以
降、曲線を用いた作品が続く中で曲線定規が使用
されるようになる。（図23，24）
城はエッチングの道具についても様々な針や釘
などから最終的には鉄筆に落ち着いたというが、
線を引く定規についても番号のついたものを数十
種使い分けていたという。工芸の場合は、道具の
選択による表現の開拓ということもあるのだと再
認識させられる。
1976年に佐賀大学を退官した後、城の作品には
具象的な要素が加わっていく。
「自分だけが納得するようなものではなく、少し
でも多くの人に分かってもらえるように、という
気持ちから、具象的なものをアクセントに入れた
くなった」10という城の言葉通り、これまでの線
に加え樹木やゼンマイなどの植物が見られるよう
になる。（図26）
（上）図20 城秀男〈求心Ⅰ〉1965年
（下）図21 城秀男〈豊〉1967年
図22 城秀男〈妖異な円〉1974年
（左）図23 城秀男〈幽遠〉1975年
（右）図24 城秀男〈二つの構成〉1976年
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その後も、逆ろうけつ染という技法自体は変わ
らない中、モチーフの興味は樹木へと移っていく。
モチーフとしてはありふれたものであるが、樹皮
や年輪などには城の経験と表現が表われている。
城が晩年、日本新工芸展に出品した最後の作品
が〈上とした〉（図28）である。色数が豊富であ
り構成もほぼシンメトリーという、これまでにな
い作風である。逆ろうけつ染との出会いからここ
に至るまで30年以上が経つ中で、技法に突き動か
されていた時代から、技法を使う時代へと変化し
てきたような印象を受ける。染色作家にとって、
このような技法との出会いがあるということは、
大変幸せなことであるに違いない。
4．佐野猛夫と城秀男の共通項から
これまで佐野猛夫と城秀男の仕事を技法的な観
点から辿ってきた。両者とも蝋の効果を作品に生
かすという点で共通しているが、同時代に活躍し
ている三浦景生、来野月乙などを含めた他の作家
の仕事を見ると、1960年代初期までを境に、亀裂
などの蝋の効果を取り入れている作家が複数見受
けられる。可能性としては、その時代の表現の流
行りとも考えられるであろう。
美術評論家であり大阪芸術大学名誉教授でも
あった村松寛によると、平安時代以来断絶してい
た蝋染めを復活させた鶴巻鶴一の作品の特色とし
て、防染の蝋にわざと亀裂を入れ地模様に活用し
ていることがあげられるという。また、蝋染とい
えば亀裂の表現を用いた地模様を連想するのは、
これがその後濫用されたからだと述べている。11
このことからもわかるように、蝋を用いて表現を
行う中で、その特徴的な部分を魅力と感じる作家
は多い。しかしながら、その後も一貫して独自の
図25 城秀男〈二つの構成〉部分
図26 城秀男〈春の世界〉1981年
図27 城秀男〈三つの根子〉1987年
図28 城秀男〈上とした〉1999年
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表現を行う手段として、自らの技法を開拓し追求
し続けている作家はあまり見られないと言える。
さらに、佐野と城は、日展や現代工芸展、日本
新工芸展に出品をしていたという共通点がある。
当然お互いの作品を観ており、ともに蝋染めを行
う者として何か影響を与え合う関係にあったとも
考えられる。
また、染色との出会い、技法との出会いについ
て述べる中で、佐野と城は同じような言葉を用い
ている。佐野は染色の道を歩む決意をしたことに
ついて、「間もなく卒業をむかえて、社会への門
出を前に戸惑いながら、私の願いは就職ではなく
一人歩きへの指向だった。それというのも、在学
時に見た帝展四部、工芸美術の蠟染作品が脳裡か
ら消えなかったからだろう。」12と述べている。そ
して、城は技法との出会いについて、
「脱色して出来た白い線、その素晴らしさに茫
然として我を忘れるほど、完全に魅了されてし
まった。その時の感動は、今も心の虹として、私
の脳裏に焼きついて離れない。」13と表現している。
佐野の日展作品との出会いや、城の偶然が生んだ
技法との出会いには、心を魅了された強い思いが
根底にあった。何かを追い求める好奇心や感動が、
制作への原動力となっていたのである。そして、
そのようなきっかけの先には、制作を積み重ねて
行く追求があり、その中で作品の変化や新たな展
開につながるきっかけが生まれてきたのだと言え
る。
染色に限ったことではないだろうが、素材と技
法との関わりがある世界特有の、技法を育て、技
法と付き合って行くような関係性が存在する。佐
野は著書「染色入門」の中で、
「蝋に使われ、蝋を手なずけ、一つの技法を育て
てみても、所詮、技だけのこと、いつまでもそれ
を続ける気にもなれない。そんなことを思いなが
ら、やはりろうけつ染めに魅せられ、離れられな
い日々。」14と記している。
両者とも、ある技法が見られた2，3年後に再
びその技法が登場し、その後完成度の高い作品が
生まれている。初めは作品の中に小さく取り入れ
られ、次に試行錯誤の作品が続き、ある時点で集
大成と言えるものができる。そして、そこからさ
らに新たな試みがなされて行く。このような傾向
は、両者が教育者であったことも一つの要因であ
ると考える。教育について城は、「美術の教育者
は常に研鑽を重ね、正しい鑑識眼を身につけるこ
とが根本問題ではないでしょうか。このことが私
に40才から制作活動を始めさせた原点になってい
ると思います。作家としてでなく、より良い教育
者への希いが制作活動を続けさせました。」15と述
べている。佐野が同じ考えであったかは定かでな
いが、京都市立芸術大学で20年教鞭を執ってきた
中で、研鑽を重ねるとう意識は常に持ち合わせて
いたと言えるだろう。
5．おわりに
蝋染めによる制作を続けてきた佐野、城の仕事
を辿ることで見えてきたことは、蝋染めが持つ表
現の可能性を示すことに繋がると考える。蝋で防
染した部分は染まらないという単純な仕組みであ
るため、蝋染めは手軽に始められ、扱いやすく思
われる技法での一つである。しかしながら、描く
こととも異なる独特の世界でもあるため、追求し
ていくと大変奥深い技法でもある。
佐野と城には様々な共通項が見られるが、異な
る点としては、技法の用い方が挙げられるだろう。
蝋絞りの仕事にしても、佐野は「作品の中に生か
してきた技法」という印象であるが、城は「技法
の効果とともに作品を作ってきた」という印象で
ある。しかし、染色技法が自身の表現をより豊か
にし、偶然の効果が新たな境地へ導いてくれると
いう点では繋がっていると言える。
本稿では、技法の観点から作品を辿り比較して
きたが、両者の関係性や時代背景、城の晩年の作
品などについてはまだ調査の余地があると言える。
今後はそれらを明らかにし、研究を深めていくこ
とが課題である。
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